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今年は東温市が誕生して 20 周年を迎える節目の年。過去を振り返り、さらなる発展を見据える１年とする。
令和６年第１回東温市議会定例会では加藤市長が施政方針を述べ、市政運営に対する決意を新たにした。
２期目の最終年度を迎える加藤市長の集大成となる本年、人口減少を乗り越えるためさまざまな対策を講じる。
今月の広報は、令和６年度の施策や予算を施政方針とともにお伝えします。
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東
温
市
長

加 

藤
　
章

１
９
４
８
年
旧
重
信
町
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
卒
業
後
、
重
信
町
役
場
入

庁
。
旧
２
町
の
合
併
後
、
総
務
部
長
、
副
市
長
を
歴
任
し
、
平
成
28 

年
に
東
温
市
長
へ
就
任
。
２
期
最
終
年
度
。
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
は

“
温
か
笑
顔
の
東
温
市
”。
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
（
サ
ッ
カ
ー
）。

　
私
が
２
期
目
の
市
政
運
営

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
か

ら
、
３
年
３
カ
月
が
経
過
し
、

本
年
は
、
そ
の
最
終
年
度
を

迎
え
ま
す
。

　

私
は
就
任
以
来
、
本
市
の

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、「
合
併

後
の
一
体
化
」と
、
先
人
の
育

て
た
、
こ
の「
住
み
よ
い
、
暮

ら
し
や
す
い
東
温
市
」を
受

け
継
ぎ
、
守
り
育
て
、
さ
ら

に
良
く
し
て
、
次
の
世
代
に

渡
す
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
、
議
員
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
職
員
と
一

丸
と
な
り
、
全
力
で
市
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　
２
期
目
就
任
後
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
に
追
わ
れ
る
日
々
で

あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
の
５

月
か
ら
５
類
に
移
行
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
制
限
が
緩
和
さ

れ
、
以
前
の
よ
う
な
市
民
生

活
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

再
開
に
よ
り
、
賑
わ
い
が
戻

り
つ
つ
あ
る
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
で
、
全
国
的
に
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
が
進
展
し

て
お
り
、
昨
年
末
に
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

が
公
表
し
た「
日
本
の
地
域
別

将
来
推
計
人
口
」に
よ
る
と
、

本
市
の
２
０
５
０
年
の
人
口

は
２
６
，
３
３
０
人
と
、
５
年

前
の
推
計
と
比
較
す
る
と
減

少
幅
は
多
少
緩
や
か
に
な
っ

た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
人
口
減

少
対
策
に
つ
い
て
は
、
全
国

的
な
問
題
で
も
あ
り
ま
す
が
、

本
市
に
お
い
て
も
、
喫
緊
の

課
題
と
捉
え
、
令
和
５
年
度

を「
人
口
減
少
対
策
元
年
」と

位
置
付
け
、
各
種
施
策
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
も
引
き
続
き
、

積
極
的
な
対
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
気
候
変
動
や

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
課
題

に
対
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
取
り
組
み
、「
市
民
の

特
　
集

東温市誕生20年、新たなる決意
全力前進全力前進

か
と
う
・
あ
き
ら

皆
さ
ま
の
福
祉
向
上
」を
目
指

す
と
と
も
に
、「
温
か
笑
顔
の

東
温
市
」の
実
現
に
向
け
て
、

さ
ら
に
全
力
前
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
９
月
に
は
、

東
温
市
が
誕
生
し
て
20
周
年

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

本
市
の
礎
を
築
い
て
い
た

だ
い
た
先
人
の
皆
さ
ま
は
も

と
よ
り
、
地
域
に
お
い
て
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
皆

さ
ま
に
改
め
て
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
年
度
は
、
20

周
年
記
念
式
典
を
始
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
実
施

し
、
ふ
る
さ
と「
と
う
お
ん
」へ

の
愛
着
心
を
高
め
る
と
と
も

に
、「
住
み
よ
い
、
暮
ら
し
や

す
い
東
温
市
」の
さ
ら
な
る
発

展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
令
和
６

年
は
、
30
周
年
、
50
周
年
へ

の「
礎
」を
築
く
年
と
も
捉
え
、

「
ふ
る
さ
と
東
温
市
」の
将
来

を
展
望
し
た「
ま
ち
づ
く
り

の
基
盤
」を
整
え
て
ま
い
り
ま

す
。
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令
和
６
年
度
の
市
政
運
営
に
あ

た
っ
て
、
公
約
と
し
て
推
進
し
て

お
り
ま
す
５
つ
の
政
策
の
柱
に
基

づ
き
、
基
本
方
針
を
述
べ
ま
す
。

市
民
の
声
を
大
切
に
す
る

ま
ち
づ
く
り

　
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
し
て
、

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
市
の

課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

た
め
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

実
施
し
、
そ
の
声
を
市
政
に
活
か

し
ま
す
。

　
ま
た
、「
第
２
次
総
合
計
画
」及

び「
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」が
令
和
７
年
度

末
に
終
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

令
和
６
年
度
か
ら
次
期
総
合
計

画
・
総
合
戦
略
の
策
定
を
進
め
ま

す
。
策
定
に
あ
た
っ
て
、「
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
い
た
し
ま
す
。

健
康
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に

健
康
へ
の
関
心
を
高
め
る
取
り
組

み
と
し
て
、
東
温
市
医
師
会
や
東

温
市
歯
科
医
師
会
、
愛
媛
大
学
医

学
部
附
属
病
院
、
愛
媛
医
療
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
協
力
に
よ
る「
健
康

づ
く
り
講
座
」や「
健
康
フ
ォ
ー
ラ

ム
」を
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
運
転
免
許
の
返
納
数
が

年
々
増
加
す
る
中
、
中
山
間
地
域

で
は
通
院
の
負
担
や
健
康
に
つ
い

て
相
談
す
る
場
が
少
な
い
と
い
う

声
が
あ
る
一
方
、
平
野
部
で
は
、

医
師
の
人
手
不
足
や
高
齢
化
に
よ

る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、「
と
う
お
ん
健
康
医
療
創
生

事
業
」の
枠
組
み
を
活
用
し
、
遠

隔
医
療
シ
ス
テ
ム
等
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た「
と
う
お
ん
ス

マ
ー
ト
ヘ
ル
ス
ケ
ア
創
出
事
業
」に

よ
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
り

ま
す
。

災
害
に
強
い
、
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

　

今
般
の
能
登
半
島
地
震
を
受

け
、「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」等

の
大
規
模
災
害
に
備
え
、
防
災
資

機
材
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
大
規
模
災
害
時
の
飲

料
水
と
生
活
用
水
を
確
保
す
る
た

め
、
40
㎥
の「
飲
料
水
兼
用
耐
震

性
貯
水
槽
」や「
指
定
避
難
所
空
調

保
険
事
業
計
画
」に
基
づ
き
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・

推
進
を
図
り
ま
す
。

環
境
政
策
の
推
進
に
よ
る

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
「
第
２
次
東
温
市
環
境
基
本
計

画
」に
基
づ
き
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
や
橋
梁
の
照

明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
継
続
し
て

進
め
、消
費
電
力
の
削
減
と
Ｃ
Ｏ
２ 

排
出
量
抑
制
に
よ
り
環
境
負
荷
の

低
減
を
図
り
ま
す
。

　
ご
み
収
集
事
業
に
お
い
て
は
、

適
正
な
分
別
収
集
と
不
法
投
棄
へ

の
対
策
を
進
め
ま
す
。

　
環
境
施
策
の
推
進
は
、
重
信
川

の
上
流
を
あ
ず
か
る
東
温
市
と
し

て
重
要
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
位

置
付
け
て
お
り
、「
美
し
い
東
温

市
の
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
る
た

め
に
、
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み
と

考
え
て
い
ま
す
。

各
種
施
策
を
全
力
で

　

以
上
、
５
つ
の
柱
に
加
え
て
、

新
規
就
農
者
の
育
成
支
援
や
森

林
経
営
管
理
事
業
等
の
農
林
業
の

振
興
、
さ
く
ら
の
湯
観
光
物
産
セ

ン
タ
ー
を
核
と
し
た
商
工
観
光
の

振
興
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

や
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と
う
お
ん

構
想
な
ど
の
教
育
文
化
芸
術
の
振

興
、
青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど
本

年
も
引
き
続
き
、
各
種
の
施
策
を

全
力
で
進
め
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
令
和
６
年
度
の

市
政
推
進
に
あ
た
り
、
総
合
計
画

の
政
策
目
標
に
沿
っ
て
、
新
た
な

取
り
組
み
な
ど
、
そ
の
概
要
を
申

し
上
げ
ま
す
。

み
ん
な
が
元
気
に
な
る

健
康
福
祉
の
ま
ち

　
子
ど
も
の
健
診
記
録
、
予
防
接

種
記
録
な
ど
の
管
理
や
市
か
ら
の

子
育
て
支
援
情
報
を
プ
ッ
シ
ュ
型

で
配
信
す
る
こ
と
が
で
き
る「
母

子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
」を
導
入
し
、

子
育
て
世
代
の
生
活
環
境
に
合
わ

せ
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯
の

抱
え
る
出
産
や
育
児
に
対
す
る
不

安
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
で
は
、
ご
み
出
し

困
難
世
帯
を
対
象
に「
高
齢
者
等

ご
み
出
し
サ
ポ
ー
ト
事
業
」を
導

入
し
、負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
施
策
で
は
、
生
命
・

身
体
機
能
維
持
の
た
め
、
在
宅
で

電
気
式
医
療
機
器
を
使
用
し
て
い

る
人
が
、
災
害
時
で
も
安
心
し
て

日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う「
非
常

用
電
源
」の
購
入
費
助
成
を
行
い

ま
す
。

　
子
育
て
支
援
施
策
で
は
、
妊
産

婦
・
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
出

産
、
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
、
保
育
に
必

要
と
さ
れ
る
支
援
に
関
す
る
調
査

を
行
う
と
と
も
に
、
令
和
５
年
12

月
に
公
表
さ
れ
た
国
の「
こ
ど
も

大
綱
」を
勘
案
し
た「
東
温
市
こ
ど

も
計
画
」の
策
定
も
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
公
立
保
育
所
、
幼
稚

園
、
認
定
こ
ど
も
園
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
す
る
な
ど
、
安
全
・
安

心
な
子
育
て
環
境
の
整
備
に
努
め

ま
す
。

安
全
で
快
適
な

社
会
基
盤
の
ま
ち

　
都
市
基
盤
の
整
備
で
は
、「
東

温
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」

の
開
通
に
よ
り
市
民
の
利
便
性
は

も
と
よ
り
、
物
流
の
効
率
化
、
観

光
振
興
、
災
害
時
等
の
救
急
活
動

設
備
」、「
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
シ

ス
テ
ム
」を
指
定
避
難
所
３
カ
所
に

順
次
整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
に
対
し

て
継
続
的
な
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
防
災
士
の
育
成
を
引
き
続
き
進

め
ま
す
。

持
続
可
能
な
子
育
て
支
援
や
、

障
が
い
者
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
の

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
令
和
６
年
度
か
ら「
子
ど
も
医

療
費
助
成
事
業
」の
対
象
年
齢
を

高
校
卒
業
ま
で
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
県
と
の
連
携
に
よ
り
、
若
年

出
産
夫
婦
に
対
す
る
補
助
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
娠
時
か
ら
出
産
・
子

育
て
ま
で
一
貫
し
た「
伴
走
型
支

援
」に
よ
り
安
心
し
て
出
産
、
育

児
が
で
き
る
よ
う
相
談
支
援
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
は
、
令
和
６
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る「
第
７
期

障
が
い
福
祉
計
画
」、「
第
３
期
障

が
い
児
福
祉
計
画
」に
基
づ
き
支

援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
も
同
様
に「
第
９

期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

全力２期目の集大成

20周年を節目に、さらなる発展を目指す

前進未来への礎を築く
2004 年９月 21 日に重信町、川内町が合併して誕生した「東温市」。ふるさとへの愛着心を高め、人口流出も食い止めたい。

東温市誕生20年、新たなる決意
特
　
集全力前進全力前進



66広報とうおん　2024.4広報とうおん　2024.477 広報とうおん　2024.4広報とうおん　2024.4

本年は「デジタル実装元年」
一層の利便性向上を目指します

発展明るい未来へ

「温か笑顔の東温市」の
実現に向けて全力前進
人口減少・少子高齢化や物価高騰など先行き厳しい時代を乗
り切るために「チーム東温」一丸で前進あるのみ。市政スター
ト時に掲げた「全力前進」を貫く。

東温市誕生20年、新たなる決意
特
　
集全力前進全力前進

77 広報とうおん　2024.4広報とうおん　2024.4

支
援
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
公
園
の
再
整
備
で
は
、「
重
信

川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」の
一
環
と
し

て
、
国
土
交
通
省
が
整
備
を
進
め

る
高
水
敷
を
有
効
活
用
す
る
と
と

も
に
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
開
通
に
伴
う
交
通
ア
ク
セ
ス

の
良
さ
を
十
分
に
活
か
し
、
独
自

の
魅
力
を
創
出
し
、
交
流
人
口
や

関
係
人
口
の
拡
大
、
地
域
経
済

の
活
性
化
、
さ
ら
に
は
、
人
口
減

少
対
策
に
繋
げ
て
い
く
た
め
、
桜

づ
つ
み
公
園
か
ら
重
信
川
緑
地
公

園
多
目
的
広
場
ま
で
の
区
域
を
、

サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
シ
ク
ロ

ク
ロ
ス
コ
ー
ス
、
遊
具
広
場
及
び

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
３
つ
の
エ
リ

ア
に
分
け
て
順
次
整
備
を
進
め
、

令
和
８
年
度
の
整
備
完
了
を
目
指

し
ま
す
。

　
良
好
な
住
環
境
の
形
成
で
は
、

空
き
家
対
策
と
し
て「
空
家
等
対

策
計
画
」の
改
訂
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

活
用
し
た
空
き
家
の
全
数
把
握
及

び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
ま
す
。

　
上
下
水
道
事
業
で
は
、
水
道
事

業
と
し
て「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
」に
基
づ
き
、
ま
た
、
下

水
道
事
業
と
し
て
、「
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
」に
よ
り
、
施

設
の
改
築
・
更
新
・
耐
震
化
等

を
効
率
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

し
ま
す
。

　
消
防
体
制
と
防
災
・
減
災
対

策
で
は
、「
松
山
圏
域
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
」を
松
山
市
消
防

局
に
開
設
し
、
本
年
４
月
か
ら

消
防
指
令
業
務
の
共
同
運
用

を
開
始
し
ま
す
。
共
同
運
用
に

よ
り
、
１
１
９
番
の
受
信
や
出

動
指
令
業
務
を
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
で
一
括
し
て
行
う
こ
と
で
、

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合

も
迅
速
な
指
令
や
応
援
体
制
が

確
保
さ
れ
、
消
防
防
災
力
の
連
携

協
力
体
制
の
強
化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
消
防
団
施
設
整
備
、
消

防
団
車
両
整
備
や
消
防
団
員
の
育

成
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
地
域

防
災
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

創
造
性
と
活
力
に
満
ち
た

元
気
産
業
の
ま
ち

　
農
林
業
の
振
興
で
は
、
新
規
就

農
者
の
育
成
、
確
保
を
図
る「
新

規
就
農
研
修
セ
ン
タ
ー
」の
整
備

支
援
を
行
い
、
本
市
で
の
新
規
就

農
者
の
定
着
を
推
進
し
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
で
は
、「
中

小
零
細
企
業
ま
る
ご
と
応
援
事

業
」と
し
て
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、「
人
材
確
保
」

と「
労
働
環
境
整
備
」の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
を
新
た
に
設
け
、
中
小

零
細
企
業
を
支
援
し
ま
す
。

　
企
業
誘
致
・
留
置
の
推
進
で

は
、
工
業
団
地
整
備
事
業
と
し

て
、「
田
窪
第
２
工
業
団
地
」は

令
和
６
年
度
に
工
事
完
成
、
産

業
用
地
の
分
譲
を
目
指
し
、「
吉

久
工
業
団
地
」は
、
令
和
７
年

度
に
工
事
完
成
、
令
和
８
年
に

産
業
用
地
分
譲
を
目
指
し
て
事

業
を
進
め
、
企
業
立
地
の
促
進
を

図
り
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
に
よ

る
安
定
し
た
雇
用
の
場
を
確
保
す

る
こ
と
に
よ
り
人
口
減
少
対
策
に

も
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

心
豊
か
に
学
び
あ
う

文
化
創
造
の
ま
ち

　
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
整

備
で
は
、
学
校
施
設
大
規
模
改
修

と
し
て
、
南
吉
井
小
学
校
及
び
拝

志
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
の
長
寿

命
化
改
修
工
事
、
川
内
中
学
校
特

別
教
室
棟
大
規
模
改
修
工
事
、
ま

た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
と
し
て

北
吉
井
小
学
校
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
工
事
な
ど
、
引
き
続
き
、
教
育

環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
次
に
、
確
か
な
学
力
を
育
て
る

教
育
の
推
進
で
は
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
」の
実
現
に
向
け
て
、

引
き
続
き
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
が
策
定
し
た「
学

校
部
活
動
及
び
新
た
な
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
の
在
り
方
等
に
関
す
る
総

合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
基
づ

き
、
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の

段
階
的
な
地
域
移
行
を
推
進
し
ま

す
。

　
次
に
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
で
は
、
20
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
東
温
市
誕
生
か
ら
20
年
の
歩

み
を
取
り
ま
と
め
た
、「
市
史
編

纂
事
業
」に
取
り
組
み
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る

協
働
・
自
立
の
ま
ち

　
市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
で
は
、
20
周
年
の

記
念
事
業
と
し
て
、
７
年
ぶ
り
に

「
東
温
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」を
開

催
し
ま
す
。
本
市
の
偉
人
や
地
域

等
を
題
材
と
し
た
新
た
な
市
民
主

体
の
舞
台
演
劇
作
品
を
制
作
し
、

上
演
す
る
こ
と
で
、
市
民
と
行
政

と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り

一
層
推
進
し
、
市
の
魅
力
向
上
や

愛
着
心
の
醸
成
を
図
る
と
と
も

に
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
も
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
で

は
、「
東
温
市
デ
ジ
タ
ル
化
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、
各
種
行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
業

務
効
率
化
を
目
的
と
す
る
庁
内
の

シ
ス
テ
ム
環
境
等
の
整
備
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
は

よ
り
一
層
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
す
た
め
、
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制

を
強
化
し
、
全
庁
横
断
的
に
Ｄ
Ｘ

を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
、
本

格
的
に
市
民
の
利
便
性
向
上
に
繋

が
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
む
こ

と
か
ら
、
本
年
を「
デ
ジ
タ
ル
実

装
元
年
」と
位
置
付
け
、
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
も
活
用

し
な
が
ら
、「
と
う
お
ん
ス
マ
ー
ト

ヘ
ル
ス
ケ
ア
創
出
事
業
」や「
母
子

健
康
手
帳
ア
プ
リ
」の
導
入
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た「
要
介
護

認
定
訪
問
調
査
及
び
介
護
・
障
害

認
定
審
査
会
シ
ス
テ
ム
」の
導
入
、

さ
ら
に
、
24
時
間
利
用
で
き
る「
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
収
納

サ
ー
ビ
ス
」の
導
入
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
身
近

な
手
続
き
に
お
い
て
、「
書
か
な

い
」、「
待
た
な
い
」、「
回
ら
な
い
」、

「
ユ
ー
ザ
ー
本
位
の
あ
た
た
か
い

窓
口
」を
令
和
７
年
度
中
の
導
入

に
向
け
て「
窓
口
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
国
が
成
長

戦
略
の
最
も
重
要
な
柱
と
す
る
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
に
位

置
付
け
る
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

日
々
進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
や

物
価
高
騰
な
ど
社
会
情
勢
の

影
響
に
よ
り
、
さ
ら
に
は
厳
し

い
財
政
運
営
な
ど
、
難
し
い
課

題
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
本

市
が
取
り
組
む
施
策
の
全
て

が
、
人
口
減
少
対
策
に
繋
が
っ

て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
２

期
目
の
集
大
成
と
し
て
誰
も
が

希
望
と
愛
着
を
持
て
る「
温
か

笑
顔
の
東
温
市
」の
実
現
に
向
け 

て
、
全
力
前
進
し
て
い
き
ま
す
。


